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内神経伝達物質との関連性について明らかにした 。  
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      集団飼育群と比較して、隔離飼育群で増加傾向が示されたが、全ての部位において有意差は認められな
かった。 
    ②DA（ドーパミン） 
       全ての部位において有意差は認められなかった。 
    ③NA（ノルアドレナリン） 
     CA1のみ集団飼育群における増加傾向（P=0.07）が認められた。その他の部位については、集団飼育群
において Amy、PO、DMHが、隔離飼育群において PVNが、それぞれ増加傾向を示した。 
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れている。そのため今後は、各部位において NA が担う役割や、NA と他の物質とのバランスや関連性についての検
討を行っていく。また、NA は、「やる気」「意欲」「不安」「恐怖」「緊張」といった感情や精神状態とも深い関係に
あるとされていることから、認知および活動性や情動性に関する行動観察も上記の検討と併せて行っていく。 
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④第 72 回日本体力医学会（ 2016 年度）にて発表予定。  
 
